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平成 27年 4月 1日 

 

 

会 社 名 昭和ホールディングス株式会社 

代表者名  代表執行役社長 重田 衛 

（コード番号 5103 東証第二部） 

問合せ先  執行役財務総務担当  庄司 友彦 

（TEL．04－7131－0181） 
 
 

タイ国におけるゴムライニング事業開始 

～味の素グループより設備ならびに事業承継～ 

 
当社は、平成 25年タイにおいてゴム事業展開の可能性を探る目的で、Showa Rubber (Thailand) 

Co.,Ltd.（以下「SRT」）を創業しておりました。この度、平成 27年 3月 5日に、タイにおける味

の素グループの子会社であります AET manufacturing co.,ltd.社の設備等を買収し、顧客基盤を承

継する旨の契約を締結いたしました。これにより、平成 27年 4月 1日より、タイ国内にてゴムラ

イニング施工事業を開始する運びになりましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．本取引とその背景 

 

当社は 2012年に「アクセルプラン 2012」を発表し、当社子会社が行っておりますゴム事業にお

いても同じく中期経営計画を発表しております。 

 

http://www.showa-rubber.co.jp/company/news/sr20120627.pdf 

 

 

 同プラン内におきましては「ライニングアジア No1」を目指すことを一つの目標としており、そ

の目標に沿って本事業承継を行うことを決定したものです。 

 

AET manufacturing co.,ltd.（以下「AET社」）は、味の素株式会社（以下「味の素社」）のタイ

法人であります Ajinomoto Co.,(Thailand) Ltd.の子会社にあたり、味の素社のライニング技術を継

承する最後の拠点として、タイ・サムットプラカーン県にて 22年間事業を行ってきた会社です。 

 

味の素社グループは同社グループの基幹商品の製造過程等で高度なゴムライニング施工を必要と

することから、自社でゴムライニングの開発ならびに事業を行っておりました。同社は選択と集中

の観点から、日本国内においては 1978年に当該ゴムライニング事業から撤退し、当社はその材質

を含む技術を継承しております。現在においても同社グループに対し、当社子会社であります昭和

ゴム株式会社がゴムライニングを供給させていただいております。 

 

この度、タイにおいても味の素社は選択と集中の観点から AET社事業を閉鎖することになりま

した。当社子会社のゴム事業といたしましては、ゴムライニング事業は中核事業として位置づけて

おり、当社子会社が AET社の設備を買収し、顧客基盤を承継することで合意いたしました。 

 

これに伴い、SRTがタイにおけるライニング事業を開始させていただくことになったものです。 

 

 

http://www.showa-rubber.co.jp/company/news/sr20120627.pdf
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２．当社ゴムライニング事業の展開について 

 

酸性やアルカリ性等の液体を使用する場合、金属（鉄製機器）は容易に腐食されます。ゴムライ

ニングは、各種プラント等において、このような用途の、タンク、配管等を防護するために、その

内面に耐食性ゴムを貼り付けることによってこれらの重要な設備を防護する役割を担っております。

このため、新規の各種のプラントが建設されるとき、並びにメンテナンス時に当社ゴム事業の役割

が生まれます。典型的なゴムライニング顧客は、化学プラント、水処理、発電所、鉱山、製鉄、及

びそれを建設するエンジニアリング会社様等となります。 

 

本事業承継により、今後の SRT業務内容は、以下のとおり AET社が行ってきた全てと、昭和ゴ

ム独自の材質によるライニングを、タイを中心に陸の ASEAN全域に供給いたします。 

 

＊ ゴムおよび FRPなど、各種ライニングの施工（工場内・現地） 

＊ 補修、点検及び寿命診断 

＊ 芯金の調達（製缶） 

 

ゴムライニングは 60年の歴史を誇る、当社子会社である昭和ゴムの中核を担う事業であり、

SRTは当社マレーシア工場（Showa Rubber (Malaysia) Sdn Bhd）に次ぐ東南アジア市場への大き

な足がかりとなります。 

 

 当社子会社のゴム事業は 130年の歴史を持つ祖業ですが、近年は不振にあえいでおります。しか

しながら当社グループとしては今後ともこのようなアジア展開を行っていくことなどにより、着実

に成長を果たしていく所存です。同ゴム事業においてはこの 3年間において、マレーシア子会社の

社長を現地マレーシア人に任せるなど、アジア各国人材の登用を続けております。これらの人材が

蓄積され、アジア各国で事業展開を行う体制が整いつつあり、本件はその嚆矢となるものです。 

 

http://www.showa-holdings.co.jp/news/doc/news20140507_1.pdf 

 

 

 

３．タイ新子会社の体制 

 

SRT社は当社日本子会社であります昭和ゴム株式会社プラント防食ビジネスユニットの COOで

ある池上福司が社長として現地に自ら赴任し、AET社の中核として活躍してきたUnit Markmul

氏を工場長として事業を進めてまいります。 

 

 

http://www.showa-holdings.co.jp/news/doc/news20140507_1.pdf
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４．ASEAN経済ならびにタイ、同工場の位置付け 

 

承継いたします工場はタイ王国の首都バンコクの南西に位置します。タイ国内において比較的早

くから開発された工業地帯ですが、以前はタイ最大の国際港レムチャパン港などからのアクセスが

悪く、工業地域として劣勢な地域でした。しかしながら、約 9年前に大規模なバンコク外環状線が

完成したことや、その後の道路整備等により飛躍的にロジスティクスが改善しつつあります。 

 

タイは陸の ASEANと言われるカンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナムなど CLMV諸国の

結節点にあり、陸の ASEANの地理的要衝にあります。アジアハイウェイと言われる、中国からシ

ンガポールに続く南北回廊、ベトナム・太平洋からミャンマー・インド洋に至る東西回廊が交差点

をタイ国内で形成しております。 

 

この中で、タイの首都バンコクから西に向けてインド洋経済地域への出口となるミャンマーのダ

ウェー港に至る陸路の整備が進んでおります。当該地域はこれらの東南アジア全体へつながる陸路

と容易にアクセスできる位置にあり、タイ全土並びに東南アジア各地ならびにインド洋経済圏への

商品出荷などの利便性が高まっている地域に位置しております。 

 

 

http://business.nikkeibp.co.jp/article/money/20071130/142083/?ST=print 

（2007年に当社 CEO此下竜矢が日経ビジネスオンラインにて、当該道路開通などについて述べ

ておりますので、参考資料としてご紹介します） 

 

 
 

経済発展の続く東南アジア地域、CLMV諸国におきましては、今後ゴムライニング需要の増加が

見込まれると考えられます。この地の利を活かし、タイ国内外における各種のライニング需要を取

り込んで参ります。 

 

最近躍進の続くグループ会社である GL社グループなどの支援を受け、今後当子会社のゴム事業

はアジア全域に展開を行います。また、SRT社もゴムライニング事業のみでなく、当社子会社のゴ

ム事業やその他のグループの事業をタイで強力に展開する予定です。 

 

http://business.nikkeibp.co.jp/article/money/20071130/142083/?ST=print
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当社グループゴム事業ならびに SRTの今後の事業展開に、ご支援、ご指導、ご期待のほど宜し

くお願い申し上げます。 

  

５． Showa Rubber (Thailand) Co.,Ltd.の概要 

① 商号 Showa Rubber (Thailand) Co.,Ltd. 

② 所在地（本社） タイ王国 バンコク市 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 池上 福司 

④ 事業内容 ライニング施工・補修 

⑤ 資本金の額 2 百万タイバーツ 

⑥ 設立年月日 2012 年 

⑦ 大株主及び持株比率 昭和ゴム株式会社 １００％ 

 

 

６． 設備買収ならびに事業承継元の概要 

（１）AET Manufacturing co.,ltd.の概要 

①商号 AET Manufacturing co.,ltd. 

②所在地（本社） タイ王国 バンコク市 

      （工場） タイ王国 サムットプラカーン県 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 長尾 景文 

④事業内容 ライニング施工・補修 

⑤資本金の額 6 百万タイバーツ 

⑥設立年月日 1993 年 

⑦ 大株主及び持株比率 Ajinomoto Co., (Thailand) Ltd. 49％ 

 

（２）Ajinomoto Co., (Thailand) Ltd.の概要 

①商号 Ajinomoto Co., (Thailand) Ltd. 

②本店所在地 タイ王国 バンコク市 

③代表者の役職・氏名 代表取締役社長 高藤 悦弘 

④事業内容 調味料、食品、飼料用アミノ酸等の製造・販売 

⑤資本金の額 796.36 百タイバーツ （2014 年 6 月 2 日現在） 

⑥設立年月日 1960 年 

⑦大株主及び持株比率 味の素株式会社 74.3％ （2014 年 6 月 2 日現在） 
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池上 福司 

1970 年 

 

1992 年 

 

 

2011 年 

 

 

2014 年 

 

2015 年 4 月 

福島県出身 

 

昭和ゴム株式会社 入社 

精練課に配属 

 

工業用品部 部長 兼 食品医療用品部 部長 

取締役に就任 

 

取締役 兼 プラント防食 BU COO に就任 

 

Showa Rubber (Thailand) co.,ltd. 代表取締役社長 

 

 
Unit Markmul 

1970 年 

 

1992 年 

 

 

 

 

 

 

2007 年 

 

2015 年 4 月 

タイ サトゥーン県出身 

 

AET Manufacturing Co.,Ltd. 入社 

製造課に配属 

 

その後、 

検査課 Laboratory staff 

製造課 Production Leader  

 

技術営業課 Sales supervisor 

 

Showa Rubber (Thailand) Co.,Ltd. 工場長 

 

 

以  上 


